
第 131 号 ながさき労福協 2013年10月 7日（1）

～ 構 成 団 体 ～
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県生活協同組合連合会

－発　行　所－
長崎県労働者福祉協議会
〒850－0031
　長崎市桜町９－６
　長崎県勤労福祉会館内
　　  ☎ 095－811－6131
roufuku-nagasaki@io.ocn.ne.jp
発　行　日　隔 月 １ 日
発行責任者　桝 田 憲 二

　南部労福協（九州・沖縄を含む九州各県労福協）
は８月30日（金）午後から31日（土）の午前中にかけ
て、長崎ワシントンホテルにおいて標記研修会を開
催した。当日は、台風15号の影響で開催が危ぶま
れたものの、飛行機の欠航もなく、沖縄を含む九州
各県から50名の参加があった。（内、長崎県労福協
は10名の参加）

 

 開催目的は、新しい労働者福祉運動の構築に向け
て、労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史の伝承
者育成を図る事であり、研修内容は次の通りである。
冒頭、挨拶に立った森会長は、南部労福協としての
開催は今回がはじめてであり、講義内容を十分理解
して欲しい。各福祉事業団体など各組織の存在意義
を確認しあって、今後の活動に活かしてほしいと期
待を込めた。　
講義１「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史」
　講師：中央労福協アドバイザー　高橋　均氏
講義２「働くことを軸とする安心社会」非正規労働
者の実態と職場から始めよう運動の取組みについ
て。
　講師：連合非正規労働センター
　　　　　　　　総合局長　寺田　弘氏
講義３「賢い消費者になるために」長崎県消費者生
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労働運動・労働者福祉運動の
理念・歴史・リーダー養成講座開催!!
労働運動・労働者福祉運動の

理念・歴史・リーダー養成講座開催!!
活センター
　講師：長崎県消費生活相談員　野口　宏子氏
講義４「日本社会と協同組織事業に期待するところ
――危機の時代の“ものの見方考え方”と“惜福
の経済”――）
　講師：早稲田大学教授
　　　　　　　経済学博士　田村　正勝氏
▲研修内容を次回に活かすためアンケートを実施し
たところ、非常に高い評価となった。全体的に「良
かった・ほぼ良かった」が91％を占め、時間を延
長してでももっと講義を聞きたかった、などの希望
が多かった。また、労働運動、福祉運動の歴史とろ
うきん・全労済運動に対する理解が得られた回答が
多く、事務局としては嬉しい限りである。講師に感
謝したい。

　９月26日、2013年度長崎県多重債務者対策協議
会がセントヒル長崎で開催された。長崎県食品安
全・消費生活課諸岡課長はじめ弁護士会、司法書士

長崎県多重債務対策協議会
幹事会開催される

▲冒頭挨拶する森光一会長

▲参加者全員の集合写真
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会、社会福祉協議会、財務事務所、県下の消費生活
センター、警察本部など、関係する県の各課など
30名の構成団体である。会議は多重債務者問題に
関し、総合的な対策を関係機関・団体が連携して円
滑かつ効果的に推進するため、必要な協議・検討を
行った。
　その中で、今年度も「多重債務者相談強化キャン
ペーン2013」を実施する。今回は、弁護士・司法
書士による電話無料相談となり、実施期間は12月
18日（水）～21日（土）、時間は13時～16時となる。
電話番号は未定のため、次号で案内することとなる。

　諫早地区労福協は８月21日（水）18：30～19：30
まで諫早勤労福祉会館において58名の参加者を対
象にセミナーを開催。内容は、①労福協の理念と活
動:県労福協　桝田事務局長。②ろうきんからのお
知らせ：ろうきん　吉田諫早支店長。③全労済から
のお知らせ：全労済長崎支所　宮崎職員がそれぞれ
提案・説明を行った。その後、当会館において軽食
を挟みながら全員による交流会・意見交換を行った。
なお、当日誕生日を迎えた五島事務局長は、こんな
形式のセミナーを、今後継続していく必要性を力強
く訴えた。

　長崎地区労福協は、連合長崎地協との共催により
レクリエーションの一環として、「納涼船」を８月
17日（土）開催した。組合員・家族など約482人が参
加、組合員相互の交流の場として、また、子供たち
の夏休みの思い出に一役を担い大いに盛り上がった。

各 地 区 労 福 協 だ よ り

長崎地区労福協・納涼船

▲子供賞品総数122点・特賞３D DS LLゲーム機　
　一般賞品204点特賞（東芝32型テレビ）の抽選会
　は、最高の盛り上がりをみせた。

▲熱心に聞き入る参加者

諫早地区労福協セミナー開催される

　対馬地区労福協は８月28日（水）18：30～20：15
まで対馬市役所大会議室においてセミナーを開催、
18名の参加者があった。テーマと講師は次の通り
である。①労福協の理念と活動：県労福協　桝田事
務局長。②しあわせ創造運動：ろうきん　長瀬職員。
③生活保障設計について：全労済長崎支所　坂田職
員がそれぞれ提案・説明した。八島事務局長は“継
続は力なり”今後も賢い消費者運動の継続を誓い閉
会した。

対馬地区労福協セミナー開催される



労福協
第75回 ク イ ズ

１．九州ろうきん長崎県本部は、11月○日（土）と
10日（日）に全支店（長崎県庁支店を除く）で
「休日ローン相談会」を開催します。○に入る数
字は何でしょうか？
２．全労済は、2013年度全労済○○○○○研修会
を2013年９月27日～28日に開催しました。
○○○○○をお答えください。
○クイズの答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・職
場名を明記し県労福協へ送付ください。
○締切日は11月25日（月）（当日消印有効）
○当選者10人の方に「秋の果物？」をお送りしま
す。正解者多数の場合は抽選で決めます。　
○送り先　〒850-0031
　　　　　長崎市桜町９－６　勤労福祉会館内
　　　　　　長崎県労福協クイズ係
○FAX（095）811-6132
○前月号当選者（敬称略）
末永　和也（長　崎）　松村　恵子（長　崎）
大熊　郁子（長　崎）　熊谷芙代子（大　村）
井上　妙子（大　村）　松本　　博（大　村）
谷口　　誠（川　棚）　八木原節子（川　棚）
村上　勝治（佐々町）　吉村せつ子（佐世保）

事 務 局 だ よ り

第5回　核兵器廃絶

○13年11月２日（土）～４日（月）
○長崎原爆資料館ホール、
　平和会館ホール
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地球市民集会ナガサキのお知らせ
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　2013年度全労済共済担当者研修会（2013年９月27日（金）～９月28日（土））を秋晴れのハ
ウステンボスにて開催しました。
　冒頭、原田本部長（全労済長崎県本部）より、「日ごろからの全労済の活動に感謝申し上げ
ます。本日は長崎県下から全労済担当者の皆さまに参加いただき非常に嬉しく思います。研
修会を通して意見交換をおこない、是非交流を深めてください」と挨拶がされました。

◆セット共済事務処理を学び円滑な事務処理へ

　セット共済事務処理研修は、日ごろの加入・変更・解約・
入金事務を中心に説明がされました。
　保全業務の手続き漏れを起こさず、円滑な事務処理が行っ
ていただけるよう担当者の皆さまへあらためて確認をいただ
きました。

◆労済運動のすすめから組合員の生活向上へ
　2013年度長崎県本部重点取り組み課題については、第４回代表者会議（開催日：2013年７月31日）で確認
された重点課題の取り組み意義・背景について説明しました。組合員の生活向上に向けてマイカー共済保障点
検活動や住まいと暮らしの防災保障点検運動、あんしん日本キャンペーン、退職者対策を通して、組合員の保
障点検と適切な保障提案を共に実施していくことを説明しました。

◆課題認識と特徴的な取り組みの共有化

　座談会では重点課題取り組みについて、どれぐらい認識がされているか、進捗がすすんでいるかを確認しま
した。そして、なぜ取り組みをすすめるのか、取り組みの到達地点について説明し、担当者の皆さまと意見交
換をおこない、取り組み意義と特徴的な活動について共有化を図りました。

＜講評＞
最後に友知専務執行役員（全労済長崎県本部）より講評がされ、閉会となりました。

「共済担当者研修会へのご参加、ありがとうございます。そして日ごろからのご協力に感謝
申し上げます。事務処理対応や各種取り組みを、組合員のための労済運動と捉え、今後も各
協力団体にて保障設計運動・点検運動の推進をお願いいたします」

日ごろの御礼を述
べる原田本部長

【研修内容】
１単元：セット共済の事務処理について
２単元：2013年度長崎県本部重点取り組

み課題について
３単元：座談会

＜2013年度全労済共済担当者研修会の報告＞
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